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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・成田　富士子様～連日病棟移動を訴え、「何をすれば移動できますか？」と衝動行為を仄めかす発言聞かれています。主治医へ情報提供し移動の指示があり、7/31に東病棟へ転出予定です。
・坂本　福子様～ピコスルファートナトリウム2本処方。

＜要注目患者様＞
・森　ヒデ様～就床前薬服用時に、被毒妄想訴え「今日は飲みません」と訴え拒薬あり。経過観察の指示受けていますが、23：00眠れないと訴えベルソムラ錠以外は服用しています。深夜交代時から休まれていますが3：30には起床。　　　　　　他室侵入しての訴え聞かれ、苦情聞かれています。

朝食後薬服薬する際に「私の薬があるの？」と訴えていますが、拒薬はありません。作業などにも参加できていますが、他者を見ながら被害的、妄想発言続いています。精神症状の観察をし、他者トラブルのないよう介入していきましょう。
・坂本　福子様～起床後にスタッフや他者への暴言聞かれていますが、粗暴行為はありません。頭痛訴え頓服希望聞かれていますが、服用後はプログラムへ参加出来ています。同室者への不満を訴える事はありますが、スタッフへ対応を依頼し自分から同室者へ干渉する様子はありません。夜間の睡眠状況と日中の過ごし方について介入していきましょう。
・成田　富士子様～午後のプログラム後に眩暈の訴えあり血糖95㎎/dl。黒飴で対応していますが、他者への対応は穏やかです。スタッフを指名して、病棟の不満を話している事には変わりはありません。傾聴時には落ち着いていますが、病棟移動を希望して衝動行為を仄めかす様子は変わりません。衝動行為に注意していきましょう。
・高田　マキ様～作業療法から戻るとホールにいる方へ叫び、逃げる他者を追いかける様子が見られています。差し入れの荷物が病棟に届いていない事へも、「勝手に盗るの止めてくれる！」と叫びカウンターを叩いています。荷物は届いている連絡がない事を伝え、届き次第病棟に運ぶことを説明していますが、スタッフへ暴言を浴びせる様子は変わらず見られています。荷物確認後も、外に向かって叫ぶ様子や対応したスタッフへの攻撃性見られています。引き続き、衝動的に粗暴行為が他者へ及ばないよう観察と介入を行っていきましょう。
＜金Ｄｒケース検討＞
・坂本　福子様～頭痛を訴え、診察室には来られず主治医が訪室する。ベットに座っている。本人様より「高田さん（他患者様）の言い方にはイライラしてしまいます。仲良くしている山下様にデブデブって言うんです。あんたは何なのよって言ってしまいました。あと、スタッフ（実名）に揚がってる、揚がってるって何回も言われて、頭にきてどこからどこまで揚がってるって言うのよ！って言ってやりました。」と話される。また、「お薬の調整をしてもらった方がいいよってスタッフの方に言われたんですけど、私は今の薬がピッタリ合っているので変えて欲しくないです。変えないで下さい。」と話されている。臨時薬は同内容で7日分処方。
・中野渡　鉄男様～体調については「変わりないです。」と答える。「それから、オカズ…オカズ…」と言い淀んでいる。スタッフの方から食事形態の変更（常食（キザミなし）・パン禁で）について補足すると主治医も了承され、明日より常食・パン禁へ変更となる。
・井上　和美様～陰部と下腹部の掻痒感があって、どうにもならないとの事。「血液検査で何かバイ菌が入っていないか分からないか？」と話される。主治医より皮膚の表面が痒い位では、血液検査には現れない事の説明を受けると了解されている。
・小笠原　文人様～体調については「まあまあです。」と午前中の作業については「計算してきました。眠くて、居眠りしてしまいます。」との事。「困っている事はありません。」と話される。先週に比べると呂律不良は、やや改善されている。
・角濱　義弘様～体調については「順調です。」との事。昨日の外出については「父に会ってきました。喜んでました。良かったです。」と話される。体力作りは「１日20分を3回位で歩いています。」と言う。「今後も外出したい時は、送迎する人が何日の何時から何時までってスタッフさんの方に連絡すればいいですよね。」と確認されている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
＜勉強会＞
医療ガス委員会「医療ガスの基礎知識」
感想：
・ガスの分類における色別も資料として追加して欲しかった。
・酸素残量の計算が難しい。
・緊急時に対応出来るよう、酸素残量が少ない場合には予備も置いて欲しい。
